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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
シャトルラン（全身持久力）は全体的に伸びてい

る。 

握力・上体起こし（筋力・筋持久力）が学年によって

は低下傾向。 

50m 走・反復横とびのスピード・敏捷性は伸び悩み。 

低学年で基礎的な筋力（握力・腹筋）が弱まる傾向があり、

中高学年では敏捷性や柔軟性の維持が課題。一方で持久力は一

貫して向上しており、授業や生活（休み時間）で「持久系運

動」に取り組む成果が見られる。 

→「休み時間運動活動」の成果が見えてきていると言える。 

 
長座体前屈（柔軟性）・シャトルラン（全身持久

力）の改善が目立つ。 

ソフトボール投げ（瞬発力・巧緻性）の低下が複数学

年で見られる。 

反復横とび（敏捷性）は全般的に下降気味。 

 運動が好きと答えた児童は、男子 76％、女子

80.8％と札幌市の平均と同等ないし高い傾向にあ

る。運動が嫌いは、男子 0％、女子 3.8％。体育の授

業が楽しくないと答えた児童は男女共にいない。 

どんなときに体育の授業が楽しいと感じるかの質問に対

し、「できなかったことが、できるようになったとき」

との回答が多数を占めている。できるようになりたいと

いう思いを大切にした学習を進める必要がある。 

体育専科を中心に体育の授業改善を進めている。継

続して楽しい体育学習を考えていく必要がある。中休

みは全校児童が体を動かして遊ぶ取組を継続してい

る。結果、休み時間や放課後にも進んで運動する子ど

もが増えている。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇保健体育の取組の様子、評価基準に基づく学習の状況や評価結果を活用していく。 

〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果を活用。 

〇児童アンケートや保護者アンケート、食生活アンケートの活用。 

〇学校関係者評価委員会・学校関係者評価の活用。 

 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

別添２-１ 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇ワークシート等を活用し、学習内容

の振り返りや自己評価、他者評価を

継続して行い、「前よりもできるよ

うになった。」「もっとできるよう

になりたい。」「次はこうした

い。」など達成感や充実感を感じら

れるように体育授業の改善を図る。 

〇発達段階に応じて計画的に行う性指

導や保健指導の取組を通して、命を

大切にしようとする心や健康的な生

活を送ろうとする心を育む。 

〇日常の給食を「食指導」の時間と捉 

え、実践的・体験的な指導を継続し 

て行う。 

〇各学年の教科、領域と関連させなが

ら栄養教諭を中心として食に関する

指導を計画的に行い「食」と「健

康」のつながりについてより実感を

伴う理解につなげる。 

〇望ましい生活習慣の定着のために、

「アンケート」を基に一人一人の実

態を把握し、個人懇談等を活用して

家庭との共通理解を図る。 

〇三間（仲間、時間、空間）の創出により運

動機会の充実を図る。 

～中休みは、友達と共に積極的に体を動か

す遊びの実施、継続、工夫改善。 

〇なわ跳びの取組 
体育の学習の時間に、音楽に合わせてなわ跳び（ジンギスカンなわ跳び）をする時間を設け、
学校全体で、なわ跳びをする習慣作りに取り組む。 

〇中休みの運動遊びの奨励 
体力向上のため、中休みは体育館かグラウンドに出て、鬼遊び、ボール運動、なわ跳び、鉄
棒などに取り組む機会を増やす。また、跳び箱週間やマット週間など、体育の学習で行って
いる種目を休み時間にも取り組めるようにする。 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 


